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はじめに  

 

我が国は，1964 年（昭和 39 年）に開催された東京オリンピックを契機に高度経済成長

期にかけて橋梁など道路施設，港湾施設等の社会基盤施設を集中的に整備してきました．

これら一時期に集中して整備した社会基盤施設多くは，急速に高齢化が進み，高齢化が原

因と考えられる事故が多発する状況となってきています．2014 年の国土交通白書によると，

2033 年には建設後 50 年を経過する高齢化施設の割合が道路橋の約 67％，トンネルの約

50％，河川管理施設（水門等）の約 64％，港湾岸壁の約 58％になるとしています．また

我々が生活する社会は急速に少子高齢化が進み，税収の増加は見込めず，限りある財源を

社会基盤施設の整備に投ずることが困難な状況となると予測されています．さらに，地球

環境の保全が叫ばれている昨今，限りある地球の資源を有効活用するために，建設中心の

消費型社会から維持・保全を主とする循環型社会への転換が急務と言われています．これ

までは需要と供給の関係から，不足する種々の社会基盤施設を新たに造ったり，改良する

ことを国民も認めてきましたが，少子高齢化社会の到来から，今後は，社会基盤施設に対

する投資を減らす施策転換を要望する意見がますます強くなると考えられます．このよう

に社会基盤施設への投資が抑制される状況下において，既存の施設寿命を可能な限り延ば

し，寿命を延ばすことが困難となった施設を対象に，更新するか廃棄するかを選択する厳

しい時代となると思われます．そのために必要なことは，供用している既存施設の状態を

正しく調べる点検の方法や対象施設の保有性能や耐久性能（寿命）を的確に判断するため

に必要な技術の確立及び，費用対効果の優れた補修・補強，長寿命対策技術の開発などが

あげられます．  

このように大きく移り変わる社会基盤施設整備の現状を踏まえ，国内においては道路施

設，上・下水道施設，港湾施設などの“安全・安心”を確保する種々な施策が展開されて

いますが，未だそれら施策の効果が明確となる状況とはなっていません．  

本小委員会は，先に示した社会基盤施設が抱える喫緊の課題を解決するために鋼構造委

員会の小委員会として設立されました．本小委員会が取り組んできたことは，供用してい

る種々の社会基盤施設に必要な「長寿命化」の趣旨を明らかにし，「長寿命化」対策の実施

に必要不可欠で重要な点検の方法と診断技術を詳細に示し，発生する損傷がどのように進

行するか点検・診断結果を基に工学的に予測する「劣化予測法」を提案することが第一で

す．次に，対策対象施設の現状と劣化速度に合わせた対策工法を，現在ある種々の対策法

から適切に選定する方法を提案することが第二です．第三には，選定された対策が十分な

効果を示すように対象施設別のオーダーメイド設計方法及び施工方法について，具体的な

事例を引用して分かり易く解説し，提言することです．本小委員会は，点検・調査をター
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ゲットとする WG1，診断・劣化予測をターゲットとする WG2，長寿命化対策をターゲッ

トとする WG3 で構成し，産官学の異なった立場や考え方を基に，課題解決に向けて議論

を戦わせ，検討を行ってきました．  

本小委員会で議論された中に「維持管理の時代」に必要なことは何かがあります．国内

は，「維持管理の時代」言われてかなりの期間を経過していますが，未だ的を得た方策を見

出すことが出来ない状況下にあると言わざるを得ません．事実を物語る事象として，平成

19 年度以降，各管理者が「長寿命化修繕計画策定事業」等を進めていたにも関わらず，中

央道・笹子トンネル天井板落下事故がなぜ発生したかです．事故原因を分析した資料にも

点検の重要性が示されています．点検を行うことは当然必要ですし，正しく行われた点検

結果を基に優れた専門技術者が診断を行えば誤診とはなりません．しかし，これまで行わ

れた点検結果を分析すると，施設の状態を正しく調べ，健全度（損傷度）を的確に診断し

ているのかという点に関して大きな疑問が残る結果が委員会を進める中で明らかとなった

ことです．そこで，本小委員会として維持管理の『要』となる点検，人が対象物を見て判

断する目視外観調査について，現在の道路橋を対象に行っている定期点検を対象に分析を

行っています．道路橋の点検は，国内外とも目視外観調査が基本となっています．国内で

行われていた道路橋の定期点検は，対象施設を離れたところから調べる遠望目視と損傷の

状況を詳細に把握できるまで近づいて行う近接目視があり，数多くの道路橋は遠望目視を

主体とした定期点検を行っていました．本小委員会の分析では，2 種類の目視外観調査，

健全性の診断が抱えている問題点は何処にあるのかを数値を持って示すことにあります．

また，分析を行う資料が偏った対象とならないために，国内の標準となる地域・箇所を選

択することが必要としています．そこで，凍結防止剤を大量に散布し寒冷地である地域や，

飛来塩分が多く湿度の高い地域を避けた国内の標準となる地域を太平洋側と日本海側から

2 か所選択するとともに，道路財源の不足が維持管理不足に繋がる市町村を対象として行

っています．また，現地調査個所数は，誤差議論を生むことが無いようにすること，短期

間で調査を完了すること，から調査個所を 100 箇所以上として道路橋の専門技術者である

本小委員会の委員を中心として行っています．実点検の問題点を洗い出す調査・分析結果

は，一日も早く国内の点検方法が正しく行われるよう，本小委員会の全体成果取りまとめ

時期まで待つことを避け，点検・診断分析が完了した時点で広く外部に公表しています．

ここに示した成果としては，直ぐに国内の維持管理の改善に機能し，定期点検を 5 年に 1

度の頻度で近接目視調査法によって行うことを法制度化したことや，点検・診断を正しく

行える技術者を選別する国による民間資格認定の仕組みづくり等に役立っています．これ

は，学会としての公平・公正な立場による課題の抽出，定量的な分析，望ましい技術に向

けた提言が実ったものと言えます．  

今回ここに取りまとめた本報告書には，今まで曖昧であった「長寿命化」の定義づけか
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ら始まり，「点検・調査」では，先に示した道路橋の点検・診断に関する調査，分析結果の

ほか，モニタリングについては，現在、使用している「東京ゲートブリッジ」の実例を基

に，モニタリングの目的と適用限界，抱えている課題などを具体的に説明しています．  

「診断，劣化予測」では，鋼構造物の代表的な変状である腐食とき裂を対象に，種々のマ

ネジメントに必要な最適な対策時期決定に使用する劣化予測について有益となる情報を提

供するとともに，致命傷となる損傷の早期発見，診断，対策実施に繋がる流れと基本的な

考え方を整理，説明しています．次に本小委員会設立の目的でもあった「長寿命化」対策

の選定については，新たな考え方としてリスクマネジメント手法を導入し，対策を「回避」，

「軽減」，「転嫁」，「受容」に分類し，コスト，改善効果，効果の持続性などを考慮した工

法選定や具体的な対策事例も示してあります．  

以上が，本小委員会の成果及び報告書の概要となります．社会基盤施設の急速な高齢化

と安全・安心の確保が喫緊の課題となっている今，供用している既存の社会基盤施設が一

日でも長く，そして安心して使い続けられるよう，本小委員会の成果が鋼構造物に携わる

技術者だけでなく，種々な社会基盤施設に関係する多くの技術者に役立ち，実務に種々な

面で機能することを期待するところです．  

最後に，点検・診断の実態調査に多大なご理解とご協力いただいた浜松市，富山市の職

員の方々，3 年間の長きにわたり，本小委員会活動に精力的にご支援ご協力いただきまし

た多くの関係各位の皆様には心より御礼申し上げるとともに今後のご活躍，ご発展を祈願

いたします．  
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